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なっちゃんは、おくの
のしょうがくせい。
あるひのこと。てれび

で、ほたるのことが、に
ゅーすになっていた。

「ほたるは、どこにいる
のかな？」

ふと なっちゃんは、お
もった。
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がっこうで、なかよし
のももちゃんと りりち
ゃんにきいてみた。

「ちかくで、ほたるのい
るとこしってる？」

「わからないわ」

と ふたり。
さんにんは、あたまを
くっつけて、かんがえた。
あれあれ、これはおもしろそうと、なぜ

なぜくんが、もりからあそびにきたよ。ど

こかな？
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こまった なっちゃん。
ものしりなおじいちゃん
にきいてみた。

「ちかくで、ほたるのい
るとこ しってる？」
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「んー・・・」

「あ！ そうそう、おく
ばらで、たしか みられ
ると きいたことがある
なー」
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せんせいに そのはな
しをしたら、しらべてく
れた。

「おくばらの たんぼで
みられるそうだ。みんな
でいってみるか」

と せんせい。
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こうしてみんなで、ば
すにのっていくことにな
った。

１
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なっちゃん、さっそく、
ほたるをしらべたよ。

・ゲンジボタルは、
おおきなひかり。

とびかうじき ５がつ～７がつ

くろいじゅうじかのようなもようがるよ。
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・ヘイケボタルは、
こきざみに てんめつ
するちいさなひかり。

とびかうじき ７がつ～８がつ

くろいふといいっぽんすじがあるよ。
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しゅっぱつぜんじつ、
せんせいと おやくそく。

その１ ほたるをとった
り、きずつけないこと。

その２ たんぼを ふみ
あらさないこと。

その３ おおきなおとを
たてたり、おおごえでさ
わがないこと。
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さいごに、へびや あ
ぶ ぶよなどもいるかも
しれないので、ながそで、
ながずぼんを はいてく
ること。
できれば、むしよけす

ぷれーをかけてくればい
いかな。
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ぽつん ぽつん ひか
りが、みえはじめた。
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りりちゃんが、
さけんだ。

と ももちゃん。
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と おともだちも
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でも、どうして、ひか
るのかな？
なっちゃんは、ふしぎ

にもった。
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そのときだった。どこ
からとなく、とんぼが、
あらわれて、おしえてく
れた。

「くらいなかでも、けっ
こんあいてを みつけら
れるようにひかるんだよ」



- 24 -

でも、あかるいときに
うごいたほが、はやくみ
つかるんじゃないの？

たしかに。しかし、あ
かるいときに うごくと、
いろんないきもに たべ
られちゃうんだよ。
そうか、そうだったの

か！
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おとなになったほたる
は、どのくらい いきら
れるの？

２しゅうかんぐらいだよ。
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そんなに みじかい
の！

そのあいだに けっこ
んあいてをみつけるんだ。
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しかも、おとなのほた
るは、ほとんど みずし
か のまないんだよ。

うわぁ、それじゃ あ
のひかりは みをもやし
て、もえつきるまえに
あいてをさがそうとする
いのちのひかりだったん
だ。
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「ひっしに いきよう
としているんだ！すばら
しい」
と なっちゃん はしり
だして
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「わたしも がんばらな
くっちゃ」
と なっちゃん。そして、
おともだち・・・。
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さて、こんどは、なに
をしらべようかな？

あれあれ？「すごーくたのしかった」と なぜなぜ

くん。つぎのひみつをもとめてスキップしながら か

えっていった。


